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 廃棄をなくそう！

三井住友信託銀行では、2022年に成年年齢が18歳

に引き下げられたことから、次世代を担う子どもたちへ

の金融教育の提供に積極的に取り組んでいます。

三井住友トラスト・資産のミライ研究所※は2022年

6月4日、兵庫県の私立灘中学校・高等学校で「『世界＋

私』のミライをつくる SDGsと金融」をテーマに出張

授業を実施し、中高生51人が参加しました。これは、

生徒の皆さまに金融リテラシー向上やSDGsへの意識

を高めてもらう目的で、同校が年2回行う特別授業

「土曜講座」の一環として開講したものです。

講義は「『2050年』の世界を想像しよう」と「『ミライ』

に向けた『金融』の役割」の2部構成で進行し、SDGsや

脱炭素の現状と金融が果たす役割、人生100年時代に

向けたマネープランとしての投資などについて解説し

ました。講義終了後も講師への熱心な質問が多数寄せ

られ、出席した生徒からは「SDGsと金融の関わり方に

ついての理解が深まった」、「他の企業の取り組みも注

目したい」との感想をいただきました。

中高生への金融リテラシー教育の提供に取り組んでいます！

私立灘中学校・高等学校での出張授業の様子

三井住友信託銀行姫路支店では、2021年より姫路市
立白鷺小中学校と協働し、SDGsの理念の実現と手作
り郷土(ふるさと)を目指していきます。

同校の「姫路城中曲輪（なかくるわ）バタフライガーデ
ン創造事業」は、姫路城の内堀と中堀に囲まれた中曲輪
をジャコウアゲハが飛び交う空間にすることで、「400年
前の蝶の飛び交う城下の再現」を目指し、子どもたちの
郷土愛を育んでいます。この取り組みにより、自然環境の
保全・地域の発展・地域資源や文化の継承につなげてい
ます。当店も同校より食草のウマノスズクサを分けてい
ただき、ジャコウアゲハの育つ
環境の保全を行っています。

表紙の作品は、同校の美術
部員が自然環境の変化の中、
生き物を育てる難しさ・世界文
化遺産国宝姫路城のある郷土
を想いながら描いた作品です。 姫路支店で育てているウマノスズクサ

姫路市立白鷺小中学校

「姫路城中曲輪バタフライガーデン」
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3種のお肉カレー
“カレーでおいしく食品

ロス削減”を提案するハウス
食 品グループの『もっと
カレーだからできること
プロジェクト』から、ちょっ

とずつ残ったいろんなお肉をおいしくまとめるカレーの
レシピをご紹介します。

ハウス
ジャワカレー＜中辛＞ � 1/2箱（92.5g）

鶏肉（もも）（またはむね） �100g

豚肉（薄切り） ������ 50g

牛豚ひき肉 ������� 50g

玉ねぎ��������中１個

もやし �������� 1/2袋

サラダ油 ������ 大さじ１

水����������600ml

材料（5皿分） 作り方
1 鶏肉、豚肉は、それぞれ一口大に切る。

玉ねぎは薄切りにする。
2 フライパンにサラダ油（大さじ１）を

熱し、１の鶏肉を中火で炒め、色が
変わったら、豚肉、ひき肉、玉ねぎを
加えて、ひき肉はくずし過ぎないよう
に、全体に火が通るまでよく炒める。

3 もやしを加えて弱火でさっと炒める。
4 水を入れ沸騰したらいったん火を止め、

ルウを割り入れて溶かし、再び弱火で
時々かき混ぜながらとろみがつくまで
約５分煮込む。

レシピ提供：ハウス食品グループ本社（株）
※禁無断転載

もっとカレーだからできること
プロジェクト

使用した商品

サステナビリティ活動キラリ

カレーでおいしく食品ロス削減 次世代が描く SDGs
表紙の

作品解説

 廃棄をなくそう！

※ 「人生100年時代」における安心・安全な資産の形成／活用を中立的な立場で
調査・研究する目的で三井住友信託銀行内に設置された組織

＊お肉の種類は、あるものを組み合わせて、合計200ｇ前後でお作りください。



交通や運輸から排出されています。ガソリンで走行すれば

自動車は当然CO2を排出しますが、再エネで作られた電気

を蓄電池に貯めて電気自動車を動かすことでCO2排出量

削減につながります。化石燃料で発電した電気で電気自動

車が走ると間接的にCO2を排出してしまうので注意が必要

ですが、貯める電気がクリーンであれば、ガソリン車よりも

電気自動車の方が走行時のCO2排出量は少なくなります。

最後に、「防災に役立てる」役割についてです。近年、

大規模な災害による停電が頻発していますが、ご高齢

の方や持病のある方にとって、突発的なもしくは長期間

の停電は命に関わる大きな問題になりえます。そんな時

でも、蓄電池があれば一定期間、電気のある生活を送る

ことができるため、大きな安心につながります。

このように、蓄電池は再エネを活用する際の課題に活

用することができる心強い存在です。2019年に吉野彰

博士がリチウムイオン電池開発でノーベル化学賞を受

賞したことも、とても誇らしいことですね。

蓄電池と水素が
地球を救う2

気候変動問題に対して私たちができること
「蓄電池」と「水素」が地球を救う

 気候変動対策に必要な  
「蓄電池」と「水素」
本特集の第1回では、気候変動問題の主な原因は

CO2などの温室効果ガスであり、対策として再生可能エ

ネルギー※（以下、再エネ）や、電気自動車などの利用が

あることを紹介しました。

しかし実際に私たちがこれらを利用するためには課

題が多くあります。例えば、再エネだけでは電気を使う

量に対して電気を作り出す量が足りないことや電気が

作られる時間と使いたい時間が異なることなどです。今

回取り上げる「蓄電池」と「水素」は、これらの課題に対

応するために既に活用が始まっており、まさに気候変動

を食い止めるための救世主とも呼べる存在です。

電池は、乾電池のように1回しか使えない「一次電池」

と、何度も充電して使える「二次電池（蓄電池）」に分か

れます。昨今よく利用される蓄電池はリチウムイオン電

池で、他の種類の電池と比べて小さく・軽く作ることが

可能な上に、たくさんの電気を蓄えることができるとい

う特長があります。この特長を活かして、パソコンやス

マートフォンのバッテリーなど、私たちの実生活でも広

く利用されています。このように身近な蓄電池は気候変

動問題解決のカギと言われています。どのような役割が

期待されているか、３つの観点から解説します。

※ 太陽光や風による発電、CO2を排出しないことから化石燃料を利用する従来の発電方式に変わることが期待されている。

三井住友信託銀行は、事業を通じた社会・環境問題の解決に取り組んでおります。特に、昨今話題となっ
ている「気候変動」は、問題解決に資する専門チームや組織を社内に設置するなど、非常に重視している
テーマです。今年度は計４回、この気候変動問題に関わる動向について、社内の専門家が分かりやすく解
説いたします。第2回は気候変動問題の解決に役立つと言われている「蓄電池」と「水素」について取り上げ
ました。私たちの生活にどのように利用できるのかについて考えていただくきっかけになれば幸いです。

SPECIAL TOPIC スペシャルトピック

今後の
連載予定

気候変動問題に対して私たちができること

1 気候変動問題って何？
私たちにどう関係しているの？ 3 プラスチックとの

上手な付き合い方 4 地球にも人間にも優しい
Well-beingな住まい

サステナビリティ推進部　テクノロジー・ベースド・ファイナンスチーム　羽田貴英・鈴木洋介

 蓄電池への期待と役割について

 水素への期待と役割について

 私たちにできることまず、「再エネを貯めておく」役割です。化石燃料の代わりに

太陽光や風力から再エネを作りだす場合、太陽が照る昼間

や風が吹く時間にしか発電できないという大きな課題があ

ります。発電可能なタイミングで作られた電気を蓄電池に貯

めておけば、必要な時に使うことが可能です。「それならば、

皆が不自由なく暮らせる分の電気を全て蓄電池に貯めてお

けば良いのでは？」と思われるかもしれませんが、大量の電

気を貯めておくには膨大な量の蓄電池に加え、高額なコスト

と設置場所の確保が必要で、実現は相当困難と考えられま

す。ただ、例えば既に太陽光発電を行っている家庭であれば、

追加で蓄電池を設置することにより、自宅で発電した再エネ

を無駄なく使うことが可能になります。少し年月がかかりま

すが、追加コストを上回るメリットを得ることも可能です。

次に、「自動車用のエネルギー源」としての役割です。気

候変動の原因となる全世界のCO2排出のうち、約20%が

「水素」は最も軽い元素で、水を電気分解することで作られ

る無色・無臭の気体です。再エネ（電気）を使って水素を作れ

ば、生成の過程でCO2を全く排出しない燃料となります。ま

た、大気中にたくさんある酸素と反応させることで電気や熱

を作ることができるため、使用の過程でもCO2を排出しない

クリーンな燃料として使うことが可能です。この性質から、気

候変動問題解決の燃料として期待されており、既に燃料電池

自動車の燃料などに使われ始めています。現在、国をまたぐよ

うな輸送は電気よりも水素の方がしやすいという利点を活

かして、化石燃料と同様に船で日本に運んでくるという計画

も進んでいます。将来的には、化石燃料の代わりとして、発電

所や工場などで大規模に使われることも期待されています。

水素を使って生み出した電気や熱によって作られた

製品やサービス（燃料電池バスの利用など）は、その製

造・利用過程においてCO2が出ないため、気候変動対策

を進める社会において非常に重要なものです。ちなみ

に、日本は、この水素の製造・利用技術において世界の

トップランナーであり、地球規模の気候変動問題を解

決することができる国としても注目されています。

最近の電力不足で国から節電要請が出されている状況

も、国として気候変動に立ち向かうべく再エネを増やして

いることも、「蓄電池」や「水素」と大いに関係のある事象

です。日本では今後、国レベルでも各家庭レベルでも蓄電

池や水素を利用する時代にシフトし、「職場や各家庭が家

庭用の蓄電池や電気自動車・燃料電池車を導入」「昼間

に電気を貯めて夜に使う」といった変化が起きます。

この変化は少しずつ起こる見込みですが、変化の重要性

を理解し行動することで、変化が起こる時期を早め、気候

変動問題に能動的に貢献することが可能です。燃料電池

バスに乗ってみる、配送車を電気自動車にシフトしようと

している配送業者を使う選択をしてみる等から始めてみ

ませんか？ほかにも、将来の蓄電池・水素の利用にチャレ

ンジしている企業を調べて投資するなど、将来のよりよい

社会のためにお金を使うということもご検討ください。

蓄電池や水素に関する取り組みは全世界が注力してい

ます。私たちの生活にどのように導入されていくのか、日々

のニュースなどで動向をご確認いただければと思います。

今回は、蓄電池と水素について解説いたしました。次回

は、プラスチックとの付き合い方について解説いたします

ので、是非ご覧ください。

● 図表1　余った再生可能エネルギーを蓄電池を活用して  
有効活用するイメージ
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● 図表2　クリーンに作れて、クリーンに使える水素

製造段階 輸送段階 使用段階
水素はCO2を
出さずに作れる
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